
国土交通省東北地方整備局
Tohoku Regional Development Bureau 
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

平成 26 年 12 月 11 日 
東 北 地 方 整 備 局 
福島河川国道事務所 

「阿武隈川上流児童図画コンクール」の表彰式を行います 
～ 流域 15 市町村の 61 校の小学校から 277 作品の応募がありました ～ 

福島県内の阿武隈川流域２３市町村の小学生を対象に実施している「阿武

隈川上流児童図画コンクール」の表彰式を開催しますのでお知らせします｡ 

１．表彰式 

○ 日 時： 平成26年12月21日(日)   10時30分～11時30分 

○ 場 所： 福島テルサ ３階 あぶくま（福島市上町4番25号 024-521-1500）

２．入賞者数（詳細は、別紙参照） 

○ 図画部門 ：１７名（応募総数１５３作品）

○ ポスター部門 ：１７名（応募総数１２４作品）

３．表彰式の出席予定者  入選者及び保護者等 

※ 入賞作品につきましては１月下旬から流域市町村持ち回りで展示を予定して

おります。展示予定が決まり次第公表します。 

【阿武隈川上流図画コンクールについて】 

次世代を担う子供たちに川に対する思いを深めて頂くとともに、流域住民の方々に対する河川愛護

意識等の普及を目的に「阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局」が毎年実施しています。 

平成２年から実施しており、今回で２５回目となります。 

～記者発表先：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ、郡山市記者クラブ～ 

（問い合わせ先）阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会 上流支局 事務局 

  国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所（℡024-546-4311(代)） 

河川担当副所長  二瓶
に へ い

 昭弘
あきひろ

（内204） 

河 川 管 理 課 長  渡辺
わたなべ

 敏彦
としひこ

（内331） 

～参 考～ 阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会 上流支局（昭和 46 年 3 月設立） 

【構成】東北地方整備局、東北経済産業局、関東東北産業保安監督部 東北支部 

福島県､福島県警察本部、福島県内２３市町村、６消防本部） 

・支局長 東北地方整備局 福島河川国道事務所長 永尾 慎一郎

記 者 発 表 資 料



アベ　カツシゲ コバヤシ　ハナノ

平田村立蓬田小学校 １年 阿部　勝成 伊達市立伊達小学校 ５年 小林　花乃

 福島県生活環境部長賞 エガミ　ミサ  福島県生活環境部長賞 シシド　ユイマ

須賀川市立阿武隈小学校 １年 江上　美沙 伊達市立梁川小学校 ５年 宍戸　唯真

 福島県土木部長賞 クマクラ　アイコ  福島県土木部長賞 イトウ　ダイト

伊達市立掛田小学校 ３年 熊倉　愛子 本宮市立岩根小学校 ６年 伊藤　大登

 福島河川国道事務所長賞 ホンマ　リコ  福島河川国道事務所長賞 アンザイ　クルミ

郡山市立緑ヶ丘第一小学校 ３年 本間　梨瑚 二本松市立川崎小学校 ６年 安齋　来未

 三春ダム管理所長賞 カワダ　アイ  三春ダム管理所長賞 ササキ　ユウタ

三春町立中妻小学校 ２年 川田　亜依 田村市立船引小学校 ３年 佐々木　優太

 摺上川ダム管理所長賞 コマバ　ユウゴ  摺上川ダム管理所長賞 ヤマダ　サアヤ

福島市立福島第三小学校 ２年 駒場　優吾 福島市立南向台小学校 ６年 山田　紗綾

　審査員特別賞 エンドウ　ミズキ 　審査員特別賞 セキネ　アイコ

石川町立南山形小学校 ４年 遠藤　瑞己 鏡石町立第一小学校 ６年 関根　愛子

ワタナベ　ヒナ エンドウ　モエカ

福島市立清水小学校 ４年 渡辺　陽菜 福島市立福島第三小学校 ３年 遠藤　萌花

サトウ　リクト ヤザワ　ユネ

郡山市立明建小学校 ４年 佐藤　陸人 福島市立南向台小学校 ４年 矢澤　友寧

サイトウ　リュウノスケ ヤナイ　フミカ

白河市立白河第五小学校 ５年 斎藤　龍之介 郡山市立緑ヶ丘第一小学校 ３年 矢内　文香

アンザイ　ナオト オガワ　ユキコ

須賀川市立第二小学校 ３年 安齋　朴音 白河市立みさか小学校 ５年 小川　由紀子

サンボンギ　ソウ サクマ　アヤセ

須賀川市立西袋第一小学校 ３年 三本木　蒼 白河市立小野田小学校 ６年 佐久間　絢千

ヨシダ　ヒナタ タナカ　チヒロ

須賀川市立大東小学校 ６年 吉田　ひなた 須賀川市立第二小学校 １年 田中　ちひろ

カネコ　ヒロユキ サトウ　レナ

伊達市立伊達東小学校 ５年 金子　弘侑 須賀川市立稲田小学校 ６年 佐藤　玲菜

サイトウ　タクミ スゲノ　リョウ

伊達市立堰本小学校 ５年 斎藤　匠 二本松市立岳下小学校 ３年 菅野　稜

オオモリ　カリン ウエタ　ユウガ

鏡石町立第一小学校 ６年 大森　花梨 桑折町立醸芳小学校 ５年 上田　悠河

ヨシダ　カホ ハシモト　ココナ

平田村立蓬田小学校 １年 吉田　華穂 鏡石町立第一小学校 ２年 橋本　心那
〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

優秀賞 優秀賞

〃 〃

〃 〃

特 選 特 選

特　　　　別　　　　賞 特　　　　別　　　　賞

協　　議　　会　　長　　賞 協　　議　　会　　長　　賞

平成２６年度 「阿武隈川上流児童図画コンクール」入選者一覧

【　図　　画　　部　　門　】 【　ポ　ス　タ　ー　部　門　】

協　　議　　会　　長　　賞 協　　議　　会　　長　　賞



図画部門

平田村 阿部 勝成

ポスター部門

伊達市 小林 花乃
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平成２６年度阿武隈川上流児童図画コンクール
審 査 会 実 施 要 領

○ 概要説明

この児童図画コンクールは、阿武隈川水系における河川水質の汚濁対策に係

る関係機関相互の連絡調整を図ることを目的に設置されている、「阿武隈川水

系水質汚濁対策連絡協議会」（以下「水対協」という。）の平成２６年度の事

業の一環として、毎年実施しているもので、今年で第２５回目となりました。

この「川に関する」児童図画の募集は、次世代を担う子供たちに、図画の作成

を通し河川に対する認識を深めて頂くとともに、その作品を広報活動に活用す

ることによって、阿武隈川流域に生活する住民の方々に対し、河川の愛護

意識等の普及と「水対協」が実施する行事について理解を得ること等を目的と

しているもので、福島県の阿武隈川流域の小学生を対象に実施したものです。

○ 児童図画募集の概要

児童図画集の募集は、平成２６年６月１２日付けで、本協議会構成機関であ

る福島県の阿武隈川流域の２３市町村を通じて、管内小学校に「児童図画募

集」の依頼を行い９月１２日まで募集を行いました。

その結果といたしまして１５市町村の６１小学校より、図画部門１５３点、

ポスター部門１２４点の合計２７７点の応募がありました。

○ 審査基準

１．「題材」として下記の１）～３）が的確に表現されていること。

１）川をきれにしている（するための）川の景色や日常生活。

２）川をきれいにするための心掛けや願い。

３）美しい川やダムの風景。

２．広報活動等への活用を考慮し、下記の１）～３）に配慮されていること。

１）視覚的に好感がもてること。

２）すっきりとした配色であること。

３）快活に描かれ誰にでも親しまれること。

３．画材

画用紙 四つ切り（３８ｃｍ×５４ｃｍ）

上記の規格外の画用紙に描いた作品は審査対象としない。

色材料 自由ただし、油絵類は除く。

画用紙には「のり」などで紙以外の物を貼り付けないこと。

４．その他

作品中に商品名や会社名及びアニメーションなどのキャラクターを描か

いた作品は審査対象としない。
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○ 予備審査

あらかじめ図画・ポスター部門の応募作品からそれぞれ３０点程度の作品を
入賞候補作品として選定し、本審査会に備えます。

予備審査は下記の先生に依頼します。

遠藤 真理子 校長先生（福島市立 森合小学校）

阿部 正 明 校長先生（福島市立 余目小学校）

○ 本審査

本審査では、予備審査によって選定された入賞候補作品のなかから、審査

員皆様の協議により賞を選定して頂きます。

・賞別選定方法

Ａ部門（図画）・Ｂ部門（ポスター）に分けて、次のとおり実施します。

１）特選・特別賞（各委員賞）・優秀賞について

各審査員が予備審査で選定された作品から入賞候補作品を抽出し、審査

員の協議により、特選１点を決定します。

次に特別賞の各賞（福島県生活環境部長賞、福島県土木部長賞、福島河

川国道事務所長賞、三春ダム管理所長賞、摺上川ダム管理所長賞、審査員

特別賞）の６点については、各機関の審査員が決定します。

最後に、残りの作品の中から優秀賞１０点を審査員の協議により決定し

ます。

○ 入賞作品数

Ａ・Ｂ部門の入賞作品数は下記により選定します。

入賞作品内訳

Ａ部門 Ｂ部門

賞 名 (図画） (ポスター) 計

協議会長賞 特 選 １ １ ２

福 島 県 生 活 環 境 部 長 賞 １ １ ２

特 福 島 県 土 木 部 長 賞 １ １ ２

別 福島河川国道事務所長賞 １ １ ２

賞 三 春 ダ ム 管 理 所 長 賞 １ １ ２

摺 上 川 ダ ム 管 理 所 長 賞 １ １ ２

審 査 員 特 別 賞 １ １ ２

協議会長賞 優 秀 賞 １０ １０ ２０

計 １７ １７ ３４

応募総数 １５３ １２４ ２７７

○ 広報活動への活用について

１）作品の展示・活用

河川広報の一環として、作品を阿武隈川流域各地域での展示を予定し

ています｡

２）図画作品集の作成

「阿武隈川上流児童図画作品集」として作成し、河川広報の一環とし

て、応募小学校、関係機関等に配布します。


